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特集 人財戦略

　川崎重工グループは、陸・海・空はもとより、宇宙から深海
まで、ほかに類を見ない幅広い領域で事業を展開しています。
その多彩な事業の根幹を支えているのはほかでもない「人」で
す。私たちは付加価値を生み出す源泉である「人」＝従業員を、
グループミッションを達成するための最も重要な財産と捉

え、人財と表現しています。人財を確保し、育成・活用を通じて
その持てる力を最大限に発揮させることが経営課題の解決や
将来ビジョンを達成するための必須の要素であり、その大き
な方向性を「人財戦略」と位置付けています。

　これまで当社は顧客との強い信頼関係を基盤に長期にわた
り製品・サービスを安定的に供給する事業運営を行っており、
人事制度もそれに適した仕組みを構築・運営してきました。し
かしながら、AIやIoTに代表される昨今のテクノロジーの進化
は著しく、市場環境は常に変化するとともに利益の源泉も急
速にシフトしています。新型コロナウイルス感染拡大がこの
流れをますます加速させており、新たな環境下では、従来以上
のスピードで変化する顧客のニーズを迅速につかみ、社内外
の知見・発想を融合・活用して社会の求めるソリューション

をスピーディーに提供することが求められます。「人財戦略」
においても、経営戦略と密接に連携し変化を支える人財を継
続的に輩出することが必要です。
　具体的には、「職場で従業員一人ひとりが自らの果たすべき
役割を不断に拡大していく意欲をかん養すること」「多様な能
力を発揮・成長するために必要なコミュニケーションを強化
すること」「前向きな挑戦を評価し処遇していくこと」「変化の
時代をリードできる人財を計画的に育成していくこと」が当
面の課題であると認識しています。

　当社グループは「カワる、サキへ。」の先にある、2030年のあ
るべき姿として、「つぎの社会へ、信頼のこたえを」というグ
ループビジョン（グループビジョン2030）を制定しました。こ
のビジョンには、世の中の変化にタイムリーに応え新たな付
加価値を届ける、世の中の動きに敏感で市場・社会課題・顧客

視点で考える企業を目指すとともに、私たち自身の理想の働
き方を実現するという思いを込めています。
　人と組織の面では目指す姿を「環境変化に迅速に対応し、自
らカワり挑戦し続ける人と組織」「成果を最大化するために効
果的な仕事のやり方をする組織」と位置付け、各カンパニーの

枠を超えた人と知見の交流、そして、スピーディーに行動・挑
戦する姿勢の浸透を図ろうとしています。
　その事例の一つが、現在市場化を進めているPCR検査ロ
ボットシステムの開発プロジェクトです。このプロジェクト
には、ロボットディビジョンのメンバーをはじめ、幅広い知見
を持つ従業員がカンパニーの枠を超えて参画し、コロナ禍で
も経済を止めないという社会のニーズに応えるため、持てる
ノウハウや知見をフルに発揮しています。従業員同士がプロ
ジェクト単位の協働を行うことでより速くイノベーションを
起こしうることを体感し、元の部署でその経験を展開すると
いう変化の兆しがグループ内の随所に表れています。

　このように各部門が保有する最先端の技術や専門性を、縦
横に組み合わせ、シナジーを発揮させるためには、カンパニー
間の活発な人的交流を定期的、継続的に促す仕組みが必要で
す。2020年8月より全社横断のプロジェクトを推進する組織
として社長直轄プロジェクト推進室が立ち上がりましたが、
組織をまたいだ人財のオープンな交流が可能な環境を整え、
自発的な挑戦を活性化させて、素早く成果につなげることが
人財戦略の目標です。積極的にチャレンジした結果であれば、
仮に失敗したとしても価値を認め、評価することで、次のより
良い結果につなげることができます。人事は、そのモチベー
ションを制度と評価でサポートする役割を果たします。

　こうした取り組みには、従業員の意識変革が必要になるこ
とは言うまでもありません。従業員のモチベーションを高く
維持し、グループ全体の競争力を高めるために、私たちは
2016年から、より良い働き方を実現するK- W i n活動
（Kawasaki Workstyle Innovation）を開始し、ワークライ
フバランスの推進、ホワイトカラーの生産性向上、長時間労働
の改善などを目指した取り組みを進めてきました。
　さらに、2018年度からは、働き方改革だけにとどまらず、会
社の風土改革や業務改革にも取り組み、現在はグループビ
ジョンの実現を目指した企業文化、個人の意識醸成・変革まで

活動を広げています。このK-Win活動は、変化に果敢に挑戦す
る姿勢を全社的に共有するため、私たちに何ができるかとい
う従業員自身の問いかけから始まっています。各部署のキー
マンがアイデアを持ち寄り、さまざまな取り組みを具体化し
た経験は、たとえその一歩は小さくとも自分たちの力で意識
や環境を変えることができるという手応えにつながりまし
た。結果として、社内のあちこちから提案の声が上がるように
なったことに、改革の気運の高まりを感じています。K-Win活
動を継続することで、「人財戦略」の具体的展開である人事諸
施策の浸透にも好影響があるものと考えています。

　また、ダイバーシティの追求は従業員それぞれが持つ能力
をいかんなく発揮し最大化するために必要です。大切なこと
は、多様性を持った組織こそが時代の変化に対応し、生き残る
ことができると、従業員一人ひとりが認識することです。そし
て、それぞれに異なった個性や価値観を認め、それを尊重し合
うことが働きがいやモチベーションの向上という好循環を生
むことにつながると考えています。

　今後も引き続き、女性従業員や外国籍従業員の割合の増加、
高齢者・障がい者の活躍促進、LGBT支援など、ダイバーシティ
&インクルージョンを推進し、多様な人財が個性と能力を発揮
できる職場づくりに取り組みます。当社グループが多様性に
富んだ、魅力的な職場となることは、今後も優秀な「人」が働き
たいと集うことにつながるはずです。

　グループビジョン2030を明らかにした現在は、当社グルー
プがより良い姿に生まれ変わるチャンスでもあります。新型
コロナウイルスへの対応は、いずれ着手すべき課題を再認識
する契機にもなりました。たとえば、リモートワークの活用が
進んだことによって、必ずしも同じ時間、同じ場所に出社する
ことを前提としない、新たな発想での働き方を支える仕組み
や制度、運用の必要性も見えてきました。

　これまで当社グループが積み重ねてきた技術革新や画期的
な製品、新たな市場開拓のすべては「人」がいてこそ達成でき
たことです。今後も「人」を中心に、効果的かつ生産性の高い働
き方を実現するため、社内のさまざまな規則や仕組みを見直
し、ニューノーマルにおけるワークシステムの確立、1 on 1

ミーティングによる上司と部下のコミュニケーションの活性
化と信頼関係の構築など、人と組織の成長に結びつく施策に
取り組んでいきます。

最も重要な財産である「人」を活かすために

K-Win活動の進展と「人財戦略」の好循環の実現

さらなるダイバーシティの推進

グループビジョンの実現に向け前向きに成長する人と組織を生み出す

より速く、よりイノベーティブな組織への変革を促す「人財戦略」

あるべき姿としての「グループビジョン2030」と「人財戦略」への展開
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